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第1章

1 初めからあったもの、私たちが聞いたもの、自分の目で見たもの、じっと見つめ、自分の手で

さわったもの、すなわち、いのちのことばについて。

2 このいのちが現れました。御父とともにあり、私たちに現れたこの永遠のいのちを、私たちは

見たので証しして、あなたがたに伝えます。

3 私たちが見たこと、聞いたことを、あなたがたにも伝えます。あなたがたも私たちと交わりを

持つようになるためです。私たちの交わりとは、御父また御子イエス・キリストとの交わりで

す。

4 これらのことを書き送るのは、私たちの喜びが満ちあふれるためです。

5 私たちがキリストから聞き、あなたがたに伝える使信は、神は光であり、神には闇が全くない

ということです。

6 もし私たちが、神と交わりがあると言いながら、闇の中を歩んでいるなら、私たちは偽りを言

っているのであり、真理を行っていません。

7 もし私たちが、神が光の中におられるように、光の中を歩んでいるなら、互いに交わりを持

ち、御子イエスの血がすべての罪から私たちをきよめてくださいます。

8 もし自分には罪がないと言うなら、私たちは自分自身を欺いており、私たちのうちに真理はあ

りません。

9 もし私たちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、私たち

をすべての不義からきよめてくださいます。

10 もし罪を犯したことがないと言うなら、私たちは神を偽り者とすることになり、私たちのうち

に神のことばはありません。

第2章

1 私の子どもたち。私がこれらのことを書き送るのは、あなたがたが罪を犯さないようになるた

めです。しかし、もしだれかが罪を犯したなら、私たちには、御父の前でとりなしてくださる

方、義なるイエス・キリストがおられます。

2 この方こそ、私たちの罪のための、いや、私たちの罪だけでなく、世全体の罪のための宥めの

ささげ物です。

3 もし私たちが神の命令を守っているなら、それによって、自分が神を知っていることが分かり

ます。

4 神を知っていると言いながら、その命令を守っていない人は、偽り者であり、その人のうちに

真理はありません。

5 しかし、だれでも神のことばを守っているなら、その人のうちには神の愛が確かに全うされて

いるのです。それによって、自分が神のうちにいることが分かります。

6 神のうちにとどまっていると言う人は、自分もイエスが歩まれたように歩まなければなりませ

ん。

7 愛する者たち。私があなたがたに書いているのは、新しい命令ではなく、あなたがたが初めか

ら持っていた古い命令です。その古い命令とは、あなたがたがすでに聞いているみことばで

す。



8 私は、それを新しい命令として、もう一度あなたがたに書いているのです。それはイエスにお

いて真理であり、あなたがたにおいても真理です。闇が消え去り、まことの光がすでに輝いて

いるからです。

9 光の中にいると言いながら自分の兄弟を憎んでいる人は、今でもまだ闇の中にいるのです。

10 自分の兄弟を愛している人は光の中にとどまり、その人のうちにはつまずきがありません。

11 しかし、自分の兄弟を憎んでいる人は闇の中にいて、闇の中を歩み、自分がどこへ行くのかが

分かりません。闇が目を見えなくしたからです。

12 子どもたち。私があなたがたに書いているのは、 イエスの名によって、 あなたがたの罪が赦

されたからです。

13 父たち。私があなたがたに書いているのは、 初めからおられる方を、 あなたがたが知るよう

になったからです。 若者たち。私があなたがたに書いているのは、 あなたがたが悪い者に打

ち勝ったからです。

14 幼子たち。私があなたがたに書いてきたのは、 あなたがたが 御父を知るようになったからで

す。 父たち。私があなたがたに書いてきたのは、 初めからおられる方を、 あなたがたが知る

ようになったからです。 若者たち。私があなたがたに書いてきたのは、 あなたがたが強い者

であり、 あなたがたのうちに神のことばがとどまり、 悪い者に打ち勝ったからです。

15 あなたは世も世にあるものも、愛してはいけません。もしだれかが世を愛しているなら、その

人のうちに御父の愛はありません。

16 すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、暮らし向きの自慢は、御父から出るもので

はなく、世から出るものだからです。

17 世と、世の欲は過ぎ去ります。しかし、神のみこころを行う者は永遠に生き続けます。

18 幼子たち、今は終わりの時です。反キリストが来るとあなたがたが聞いていたとおり、今や多

くの反キリストが現れています。それによって、今が終わりの時であると分かります。

19 彼らは私たちの中から出て行きましたが、もともと私たちの仲間ではなかったのです。もし仲

間であったなら、私たちのもとに、とどまっていたでしょう。しかし、出て行ったのは、彼ら

がみな私たちの仲間でなかったことが明らかにされるためだったのです。

20 あなたがたには聖なる方からの注ぎの油があるので、みな真理を知っています。

21 私がこのように書いてきたのは、あなたがたが真理を知らないからではなく、真理を知ってい

るからです。また、偽りはすべて、真理から出ていないからです。

22 偽り者とは、イエスがキリストであることを否定する者でなくてだれでしょう。御父と御子を

否定する者、それが反キリストです。

23 だれでも御子を否定する者は御父を持たず、御子を告白する者は御父も持っているのです。

24 あなたがたは、初めから聞いていることを自分のうちにとどまらせなさい。もし初めから聞い

ていることがとどまっているなら、あなたがたも御子と御父のうちにとどまります。

25 これこそ、御子が私たちに約束してくださったもの、永遠のいのちです。

26 私はあなたがたを惑わす者たちについて、以上のことを書いてきました。

27 しかし、あなたがたのうちには、御子から受けた注ぎの油がとどまっているので、だれかに教

えてもらう必要はありません。その注ぎの油が、すべてについてあなたがたに教えてくれま

す。それは真理であって偽りではありませんから、あなたがたは教えられたとおり、御子のう

ちにとどまりなさい。



28 さあ、子どもたち、キリストのうちにとどまりなさい。そうすれば、キリストが現れるとき、

私たちは確信を持つことができ、来臨のときに御前で恥じることはありません。

29 あなたがたは、神が正しい方であると知っているなら、義を行う者もみな神から生まれたこと

が分かるはずです。

第3章

1 私たちが神の子どもと呼ばれるために、御父がどんなにすばらしい愛を与えてくださったか

を、考えなさい。事実、私たちは神の子どもです。世が私たちを知らないのは、御父を知らな

いからです。

2 愛する者たち、私たちは今すでに神の子どもです。やがてどのようになるのか、まだ明らかに

されていません。しかし、私たちは、キリストが現れたときに、キリストに似た者になること

は知っています。キリストをありのままに見るからです。

3 キリストにこの望みを置いている者はみな、キリストが清い方であるように、自分を清くしま

す。

4 罪を犯している者はみな、律法に違反しています。罪とは律法に違反することです。

5 あなたがたが知っているとおり、キリストは罪を取り除くために現れたのであり、この方のう

ちに罪はありません。

6 キリストにとどまる者はだれも、罪を犯しません。罪を犯す者はだれも、キリストを見たこと

もなく、知ってもいません。

7 幼子たち、だれにも惑わされてはいけません。義を行う者は、キリストが正しい方であるよう

に、正しい人です。

8 罪を犯している者は、悪魔から出た者です。悪魔は初めから罪を犯しているからです。その悪

魔のわざを打ち破るために、神の御子が現れました。

9 神から生まれた者はだれも、罪を犯しません。神の種がその人のうちにとどまっているからで

す。その人は神から生まれたので、罪を犯すことができないのです。

10 このことによって、神の子どもと悪魔の子どもの区別がはっきりします。義を行わない者はだ

れであれ、神から出た者ではありません。兄弟を愛さない者もそうです。

11 互いに愛し合うべきであること、それが、あなたがたが初めから聞いている使信です。

12 カインのようになってはいけません。彼は悪い者から出た者で、自分の兄弟を殺しました。な

ぜ殺したのでしょうか。自分の行いが悪く、兄弟の行いが正しかったからです。

13 兄弟たち。世があなたがたを憎んでも、驚いてはいけません。

14 私たちは、自分が死からいのちに移ったことを知っています。兄弟を愛しているからです。愛

さない者は死のうちにとどまっています。

15 兄弟を憎む者はみな、人殺しです。あなたがたが知っているように、だれでも人を殺す者に、

永遠のいのちがとどまることはありません。

16 キリストは私たちのために、ご自分のいのちを捨ててくださいました。それによって私たちに

愛が分かったのです。ですから、私たちも兄弟のために、いのちを捨てるべきです。

17 この世の財を持ちながら、自分の兄弟が困っているのを見ても、その人に対してあわれみの心

を閉ざすような者に、どうして神の愛がとどまっているでしょうか。

18 子どもたち。私たちは、ことばや口先だけではなく、行いと真実をもって愛しましょう。



19 そうすることによって、私たちは自分が真理に属していることを知り、神の御前に心安らかで

いられます。

20 たとえ自分の心が責めたとしても、安らかでいられます。神は私たちの心よりも大きな方であ

り、すべてをご存じだからです。

21 愛する者たち。自分の心が責めないなら、私たちは神の御前に確信を持つことができます。

22 そして、求めるものを何でも神からいただくことができます。私たちが神の命令を守り、神に

喜ばれることを行っているからです。

23 私たちが御子イエス・キリストの名を信じ、キリストが命じられたとおりに互いに愛し合うこ

と、それが神の命令です。

24 神の命令を守る者は神のうちにとどまり、神もまた、その人のうちにとどまります。神が私た

ちのうちにとどまっておられることは、神が私たちに与えてくださった御霊によって分かりま

す。

第4章

1 愛する者たち、霊をすべて信じてはいけません。偽預言者がたくさん世に出て来たので、その

霊が神からのものかどうか、吟味しなさい。

2 神からの霊は、このようにして分かります。人となって来られたイエス・キリストを告白する

霊はみな、神からのものです。

3 イエスを告白しない霊はみな、神からのものではありません。それは反キリストの霊です。あ

なたがたはそれが来ることを聞いていましたが、今すでに世に来ているのです。

4 子どもたち。あなたがたは神から出た者であり、彼らに勝ちました。あなたがたのうちにおら

れる方は、この世にいる者よりも偉大だからです。

5 彼らはこの世の者です。ですから、世のことを話し、世も彼らの言うことを聞きます。

6 私たちは神から出た者です。神を知っている者は私たちの言うことを聞き、神から出ていない

者は私たちの言うことを聞きません。それによって私たちは、真理の霊と偽りの霊を見分けま

す。

7 愛する者たち。 私たちは互いに愛し合いましょう。 愛は神から出ているのです。 愛がある者

はみな神から生まれ、 神を知っています。

8 愛のない者は神を知りません。 神は愛だからです。

9 神はそのひとり子を世に遣わし、 その方によって 私たちにいのちを得させてくださいまし

た。 それによって 神の愛が私たちに示されたのです。

10 私たちが神を愛したのではなく、 神が私たちを愛し、 私たちの罪のために、 宥めのささげ物

としての御子を遣わされました。 ここに愛があるのです。

11 愛する者たち。神がこれほどまでに私たちを愛してくださったのなら、私たちもまた、互いに

愛し合うべきです。

12 いまだかつて神を見た者はいません。私たちが互いに愛し合うなら、神は私たちのうちにとど

まり、神の愛が私たちのうちに全うされるのです。

13 神が私たちに御霊を与えてくださったことによって、私たちが神のうちにとどまり、神も私た

ちのうちにとどまっておられることが分かります。

14 私たちは、御父が御子を世の救い主として遣わされたのを見て、その証しをしています。



15 だれでも、イエスが神の御子であると告白するなら、神はその人のうちにとどまり、その人も

神のうちにとどまっています。

16 私たちは自分たちに対する神の愛を知り、また信じています。 神は愛です。愛のうちにとど

まる人は神のうちにとどまり、神もその人のうちにとどまっておられます。

17 こうして、愛が私たちにあって全うされました。ですから、私たちはさばきの日に確信を持つ

ことができます。この世において、私たちもキリストと同じようであるからです。

18 愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。恐れには罰が伴い、恐れる者は、愛

において全きものとなっていないのです。

19 私たちは愛しています。神がまず私たちを愛してくださったからです。

20 神を愛すると言いながら兄弟を憎んでいるなら、その人は偽り者です。目に見える兄弟を愛し

ていない者に、目に見えない神を愛することはできません。

21 神を愛する者は兄弟も愛すべきです。私たちはこの命令を神から受けています。

第5章

1 イエスがキリストであると信じる者はみな、神から生まれたのです。生んでくださった方を愛

する者はみな、その方から生まれた者も愛します。

2 このことから分かるように、神を愛し、その命令を守るときはいつでも、私たちは神の子ども

たちを愛するのです。

3 神の命令を守ること、それが、神を愛することです。神の命令は重荷とはなりません。

4 神から生まれた者はみな、世に勝つからです。私たちの信仰、これこそ、世に打ち勝った勝利

です。

5 世に勝つ者とはだれでしょう。イエスを神の御子と信じる者ではありませんか。

6 この方は、水と血によって来られた方、イエス・キリストです。水によるだけではなく、水と

血によって来られました。御霊はこのことを証しする方です。御霊は真理だからです。

7 三つのものが証しをします。

8 御霊と水と血です。この三つは一致しています。

9 私たちが人の証しを受け入れるのであれば、神の証しはそれにまさるものです。御子について

証しされたことが、神の証しなのですから。

10 神の御子を信じる者は、その証しを自分のうちに持っています。神を信じない者は、神を偽り

者としています。神が御子について証しされた証言を信じていないからです。

11 その証しとは、神が私たちに永遠のいのちを与えてくださったということ、そして、そのいの

ちが御子のうちにあるということです。

12 御子を持つ者はいのちを持っており、神の御子を持たない者はいのちを持っていません。

13 神の御子の名を信じているあなたがたに、これらのことを書いたのは、永遠のいのちを持って

いることを、あなたがたに分からせるためです。

14 何事でも神のみこころにしたがって願うなら、神は聞いてくださるということ、これこそ神に

対して私たちが抱いている確信です。

15 私たちが願うことは何でも神が聞いてくださると分かるなら、私たちは、神に願い求めたこと

をすでに手にしていると分かります。



16 だれでも、兄弟が死に至らない罪を犯しているのを見たなら、神に求めなさい。そうすれば、

神はその人にいのちを与えてくださいます。これは、死に至らない罪を犯している人たちの場

合です。しかし、死に至る罪があります。これについては、願うようにとは言いません。

17 不義はすべて罪ですが、死に至らない罪もあります。

18 神から生まれた者はみな罪を犯さないこと、神から生まれた方がその人を守っておられ、悪い

者はその人に触れることができないことを、私たちは知っています。

19 私たちは神に属していますが、世全体は悪い者の支配下にあることを、私たちは知っていま

す。

20 また、神の御子が来て、真実な方を知る理解力を私たちに与えてくださったことも、知ってい

ます。私たちは真実な方のうちに、その御子イエス・キリストのうちにいるのです。この方こ

そ、まことの神、永遠のいのちです。

21 子どもたち、偶像から自分を守りなさい。


